
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収益認識基準の行方 
～統一に向けて動き出した US基準と国際基準  

                  公開草案（ED）の事業会社への影響を探る～ 

 概要 

第 137回 

 

10月21日(木) 

午後 18：30～午後 20:00 （午後 18:00開場） 

Galleria商.Tokyo 
東京都千代田区丸の内 3-1-1国際ビル 1F Tel:03-3216-5220 

 （会場は、国際ビルの日比谷通りに面したところです！） 

 

会場 

日時 

講師 

 

 

ＪＲ「有楽町駅」より徒歩２分／東京メトロ有楽町線「有楽町駅」直結 
都営地下鉄三田線「日比谷駅」直結 

 

■セミナー資料について 
・セミナー資料は、会員専用サイトから各自プリントしてご持参ください。 

（開催日前日より会員専用サイトにて掲載）。 
・会場で実費（300 円～500 円）にてご提供もしております。 

本セミナーにお申し込み頂いた方に、今回ご協力いただきます講師の方から刊行物、展示会、セミナー、サービスのご案内をさせていただく場合がございま
す。ご案内をご希望されない場合は、「希望しない」にチェックしてください。ご案内を希望された方については、日本 CFO協会が上記のご登録情報をとりまと
め、講師にお渡しいたします。それ以降は講師の責任において管理されます。 

案内を 

□希望しない 

 

個人会員様のご紹介者は特別価格 3,000円（税込）でご参加できます。ご紹介される方のお名前を以下にご記入ください。 
ご紹介によるご参加者の方は、当日必ずお名刺をお持ち下さい（２名様までご紹介可能です）。 
 

                         （ふりがな）                                        （ふりがな）   

ご氏名                           ご氏名                             

 

個人会員ご紹介者 

２名様をご優待！ 

 

 
萬成 力 （まんなり つとむ） 氏 

三洋電機株式会社  

海外営業本部 経営管理部長 

日本 CFO協会主任研究委員 FASS検定運営委員 

略歴 

協賛：千葉商科大学会計専門職大学院 会計ファイナンス研究科 

 

本年 5月末～6月に、２つの重要な公開草案（ED）が、
米国 FASBと国際基準の IASBから共同で相次いで発表
された。一つは基準全体の骨子をなす「ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ」で、
もう一つが「収益認識」であるが、いずれも US/GAAP と
IFRSの従来基準の改定と実質的な統一を目標に掲げて
いる。今回取り上げる収益認識は「顧客との契約に基づ
く収益認識」という題名の通り、個々の契約に基づいて
計上金額や計上時期を判断することが求められており、
事業会社の会計処理や外部監査手続きのみならず、ビ
ジネスの進め方や経理部門の役割の見直し等に、大きな
影響を与えそうだ。10月 22日に迫った一般からの意見
受付の締切を前に、公開草案の設例を使いながら新しい
基準の概要について理解を深め、全体の骨子をなす「ﾌﾚ
ｰﾑﾜｰｸ」草案との関連も含めて、その影響と事業会社で
の対応について皆さんと一緒に考えてみたい。 

1980年三洋電機株式会社入社、84年～96年米国子

会社へ出向、Assistant Treasurer として財務、経理全

般を担当。92 年米国 CPA 試験合格、93 年米国

CCM(Certified Cash Manager)資格取徔。現在、三洋

電機株式会社海外営業本部経営管理部長として海外

販売会社の経営管理と海外商流に関る会計処理全般

を担当。 


